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4）いらいらする ●●●●●●●■ＤＣ●●●●● ○ 4）足もとが
たよりない………………○
ふらつく…………………○





















10）ひや汗が出る 10）物事が気にかかる □●●●●●●●● ○ 
物事が心配になる………○
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スキー実習時の疲労について
つぎに「自覚症状調査表」および「身体疲労部位調査表」の結果は各男女別に図６，図７，図８，
図９に示した。これらの図は男性の18名、女性の16名の各々の訴え数の合計を図にしたものである。
「自覚的症状調査表」の結果では、男女とも本講座開始'三1の７日夕刻に大きな値を示している。
これは東京より現地までのバスによる移動の疲労がこのような結果として表われたものと思われる。
６日間を通じてみると男'性とも10日にピークを迎え、111三|には少なくなっている。これは環境に
対する馴れの効果が４日目にして表われたものと推察される。
また、いくつかの性差がみられる。まずはじめには女性の総訴え数が男性の１．５倍強みられる。
精神症状において男性では実技講習後の増加と夜間休養による回復が顕著であるのに対し、女性には
そのような傾向はみられない。身体的症状の割合が最も多いのは男女ともに同じであるが、その次に
は男性では精神的症状が優位であるのに対して、女性では神経感覚的症状が多く、精神的症状はきわ
めて少ない。
次に「身体疲労部位調査表」では、これも同様にバスでの秘動による疲労と思われる訴えが７１]夕
刻にみられる。また、総訴え数でも女性は男性の倍以上の値を示している。６１三|間の変動ではり)女と
も同様に増加傾向にあるが、身体区分ごとにみると性異が表われている。男性の場合、疲労部位は下
肢に劣らぬ上|技の訴え数とり)｣性の倍以上の躯幹の訴えがみられる。
以上ふたつの質問紙の結果から、ひとつには時系列における疲労の表われ方、今ひとつには性差と
いった生体における精ﾈｌＩ１的、身体的な質的差異を疲労に対する症状の表われ方の相異として捉えるこ
とができた。
考察
長期間におよぶスキー指導においては、より多くの他種目の指導の場合とは異なり、考慮しなけれ
ばならないいくつかの事柄があげられる。スキーという種目は、まず第一にスキー滑走の可能な環境
、施設のある場所への長時間の移動がある。つぎにはきびしい自然環境、そして現地滞在の生活等ス
キー以外のmにおいて精ﾈIl1的・身体的に負担の加わる種目である。
今回のiH'１定では、１）現地への移動にともなう疲労、２）実技講習による疲労の表われ方（'三|変化
と期間変化）、３）疲労の性差による相異等において、ひとつの傾向を得ることができた。
各技術レベルにおける指導内容の違いによる疲労については、各回は各クラスの性差の構成が異な
り検討を加えるには致らなかった。
このことははじめとして、スキー指導における疲労の問題はまだ多いが、それらについては今後の
課題としていきたい。
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